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・緑と大気に包まれた心にゆとりのある精神科病院。
・明るく、温かい、愛の心を持つ医療の提供に努めます。
・全人的医療、包括医療、地域医療を目指します。
・患者様の権利擁護に努め、社会復帰への継続的な支援の提供を目指します。

秋

宇佐病院は自然を愛し、人を愛し、地域に根ざし、
精神保健・医療・福祉に貢献します。

病院理念

基本方針

vol.



敬老会

運動会
　令和元年10月16日、天候にも恵まれ、運動会を開催することができました。スタッフが
練習を重ねたソーラン節、工夫を凝らした競技に患者様だけでなく、スタッフや看護実習
生も楽しく参加して、盛り上がることができました。特別参加していただいた宇佐こども
園の園児による太鼓の演奏では大人顔負けで聞き惚れてしまいました。

　台風の影響で天候を心配しながらも蓋を開けてみ
れば、しっかり開催することができ、おなじみの盆
踊りや炭坑節に加え、今
年は、ダンシングヒーロー
の盆踊りバージョンなど
バラエティに富んだ形と
なり、最後は花火大会で
締めくくりました。

盆踊り

院内TOPIX

　当院でも在院患者様の高齢化に伴い、敬老者の数が増えております。
　今年の敬老会は敬老の表彰に始まり、出し物では琴の演奏や美空ひばり
の港町一三番地の踊りなどステージを盛り上げ、人生の先輩へ敬老の気持
ちを込めて楽しむことができました。

専門分野のおはなし
宇佐病院ではこんなことやってます！

地域移行勉強会
　令和元年9月4日、当院にて宇佐市自立支援

協議会精神保健福祉部会主催の院内勉強会を行

いました。

　講師として、相談支援事業所ルポーズ河尾貴

子氏、宇都宮将氏、ピアサポーターとして小園

好晴氏に制度や事例、当事者目線の話をしてい

ただき、有意義な時間となりました。

　退院へ具体的に関わる看護師やコメディカル

へ限定し、アナウンスしたのですが、40名程

の参加と予想を上回る参加者の数となり、たく

さんのスタッフが今回テーマに関心を持ってい

ただくことができました。

　内容としましては、地域の相談支援事業所の

紹介や相談の種別の説明から県内の精神科病院

入院患者の年齢分布と高齢化というキーワー

ド、それらに対応する地域のあり方として、現

在、進められている地域生活拠点の整備につい

て具体的な福祉サービスを挙げながら、丁寧に

説明していただきました。

　次に当院の地域移行利用対象者の事例を交え

て、看護師やリハビリ部門からは見えにくい、

制度利用までの道筋やサービスへの申し込み手

続きを知っていただき、相談支援事業所の具体

的な対応内容や関わり方、視点の違いなどを報

告していただきました。紹介していただいた事

例では、障害福祉サービスの利用と介護保険で

のサービス利用と両方が検討できるケースでし

たが、本人のニーズを聞き取り、数か所の見学

を経て、いままで踏み切れなかった高齢者施設

への入所の意向に至ることができていました。

　また、ピアサポーターからはピアの立場、目

線から患者様の退院のきっかけを作った体験談

やプログラムのないフリースペース利用、グ

ループミーティングの活用についてのお話しを

いただきました。

　今回の研修においては、制度上の地域移行を

主に置きながらもそれにこだわらず、地域で支

える体制やサービスについて知る機会となりま

した。日頃、患者様の面会に来院されたり、支

援の中で外出への支援を行ってくれるスタッフ

の講義であることから少しでも患者様の退院し

ていく地域を理解することができたのではない

かと思いました。

　終了後のアンケートでは次回の開催を求める

声も多く、以前に比べソーシャルワーカー以外

の職種でも退院に関係する福祉サービスに対す

る意識の高まりが出て来ていると感じさせられ

ました。
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〒872-0102 大分県宇佐市大字南宇佐1655
TEL 0978-37-0485㈹　FAX 0978-37-0256
http://www.usa-psy.com/
E-mail:info@usa-psy.com

診療科目／精神科・心療内科・内科

宇佐病院へのアクセス
■ バスをご利用の方は「神宮前バス停」下車が便利です。
■ 宇佐駅より神宮前バス停まで約10分、神宮前バス停より徒歩約5分

医療法人 起愛会 宇佐病院
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患 者 様 、一人ひとりに 最 適 な医 療・ケアを目指します 。

太陽交通
●

宇佐神宮
神宮前バス停

●
宇佐市役所

←中津

↑
歴
史
博
物
館

別府→

ト
ラ
イ
ア
ル
●

●労金

宇佐高校
●

医療法人 起愛会

宇佐病院

　夏の暑い日も終わり、だんだんと肌寒い時季が来ま
した。日中の寒暖差で体調を崩しやすく、例年に比べ
インフルエンザも早めに流行っております。
　また、紅葉の季節が来ましたので、
耶馬溪など紅葉スポット巡りをして
過ごしてみてはいかがでしょうか。

診療科 時間帯

精 神 科

心療内科

初 診

再 診

再 診

初診・再診

再 診

午

　
　
　前

午

　後

午
前

午
後

編集後記

■受付・診療時間
　午前／受付  8：30～11：00　診療  9：00～12：00
　午後／受付13：00～16：00　診療13：30～17：00
■休診日
　木曜日午後・金曜日午後・土曜日・日曜日・祝祭日
　※心療内科の休診日は別

■毎月２回、火曜日（午後）に大分大学医学部の寺尾教授による
診察があります（週未定）。詳細につきましては、受付窓口ま
たは外来担当者・相談員にお尋ねください。

外来診療のご案内 令和元年10月31日現在

九重
花公園

県
北

探訪
だより

　今回、九重花公園を散策して参りました。
　「花いろいろおのおのの花の手柄かな」(松尾芭蕉) 
　この句の意味は、「いろいろなたくさんの種類の秋草がいろいろな花を咲かせてるが、それ
はめいめいの草の手柄といってよい」というものです。昭和58年レーガン元大統領が来日し
た際の演説に引用したと知られている俳句です。
　花で四季を感じ取れる日本、そんな素敵な日本に生まれた事に感謝したいと思います。


